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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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LMV931(シングル )/LMV932(デュアル )/LMV934(クワッド )

1.8V動作、フルスイング入出力オペアンプ

概要

LMV931/LMV932/LMV934 は、低電圧動作かつ低消費電力
のオペアンプです。LMV931/LMV932/LMV934は電源電圧
＋ 1.8～ 5.0Vで動作保証をしており、入出力フルスイングの特長
を持っています。LMV931/LMV932/LMV934 の入力同相電圧
範囲は電源電圧より200mV高いため、設計者は電源電圧範囲
を超えた機能を利用できます。出力は、電源電圧 1.8Vでは 600Ω
負荷時で電源電圧から 105mV 以内でフルスイングできます。
LMV931/LMV932/LMV934は 1.8Vで動作するように最適化さ
れており、2セル・バッテリ給電型携帯システムおよびシングル・セ
ル・リチウムイオン・システム向けとして理想的です。

LMV931/LMV932/LMV934 は、優れた速度 / 電力比を示し、
1.8Vの電源電圧で、消費電流を非常に小さく抑えながら1.4MHz
のゲイン帯域幅積を実現しています。LMV931/LMV932/
LMV934は、リンギングを最小限に抑えて、600Ωの抵抗負荷と
最高 1000pFの容量性負荷をドライブできます。101dBの高 DC
ゲインにより、LMV931/LMV932/LMV934 は低周波アプリケー
ションに最適です。

LMV931は、省スペース型の SC70-5とSOT23-5パッケージで提
供します。LMV932 (デュアル )はMSOP-8とSOIC-8のパッケー
ジで、LMV934 (クワッド )は TSSOP-14とSOIC-14のパッケージ
で提供されます。これらの小型パッケージは、面積の制約を受け
る PCボード、携帯電話や PDAなどの携帯エレクトロニクス機器
向けの理想的ソリューションです。

特長

(特記がない限り、電源電圧は 1.8V(代表値 ))

■ 1.8V、2.7V、5Vで規格性能を保証
■ 出力振幅
─ w/600Ω負荷時  V＋＋ 80mV～V－－ 80mV
─ w/2kΩ負荷時  V＋＋ 30mV～V－－ 30mV

■ VCM  V＋＋ 200mV～V－－ 200mV
■ 消費電流 (チャネルあたり) 100μA
■ ゲイン帯域幅積  1.4MHz
■ 最大 VOS  4.0mV
■ 超小型パッケージ   
■ 温度範囲 － 40℃～ 125℃

アプリケーション
■ 民生通信機器
■ パーソナル・コンピュータ
■ PDA機器
■ オーディオ・プリアンプ
■ 携帯 /バッテリ給電エレクトロニクス機器
■ 消費電流モニタ
■ バッテリ・モニタ

代表的なアプリケーション
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1)

1.8V DC電気的特性
特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝25℃で保証されています。V＋＝1.8V、V－＝0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。

ESD耐圧 (Note 2)

マシン・モデル 200V

人体モデル 2000V

差動入力電圧 ±電源電圧

電源電圧 (V＋ – V－ ) 5.5V

V＋への出力短絡 (Note 3)

V－への出力短絡 (Note 3)

保存温度範囲 － 65℃～ 150℃

接合部温度 (Note 4) 150℃

実装温度

赤外線または対流方式 (20秒 ) 235℃

電源電圧範囲 1.8V～ 5.0V

温度範囲 － 40℃～ 125℃

熱抵抗 (θJA)

SC70-5 414℃ /W

SOT23-5 265℃ /W

MSOP-8 235℃ /W

SOIC-8 175℃ /W

TSSOP-14 155℃ /W

SOIC-14 127℃ /W



3 www.national.com/JPN/

L
M

V
931

(シ
ン
グ
ル

)/L
M

V
932

(デ
ュ
ア
ル

)/L
M

V
934

(ク
ワ
ッド

)

1.8V DC電気的特性 (つづき)

特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝25℃で保証されています。V＋＝1.8V、V－＝0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。

1.8V AC電気的特性
特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝25℃で保証されています。V＋＝1.8V、V－＝0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。

2.7V DC電気的特性
特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝25℃で保証されています。V＋＝2.7V、V－＝0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。
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2.7V DC電気的特性 (つづき)

特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝25℃で保証されています。V＋＝2.7V、V－＝0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。

2.7V AC電気的特性
特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝ 25℃で保証されています。V＋＝ 2.7V、V－＝ 0V、VCM＝ 1.0V、VO＝ 1.35V、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。
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2.7V AC電気的特性 (つづき)

特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝ 25℃で保証されています。V＋＝ 2.7V、V－＝ 0V、VCM＝ 1.0V、VO＝ 1.35V、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。

5V DC電気的特性
特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝25℃で保証されています。V＋＝ 5V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。
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5V DC電気的特性 (つづき)

特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝25℃で保証されています。V＋＝ 5V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。

5V AC電気的特性
特記のない限りすべてのリミット値は TJ＝ 25℃で保証されています。V＋＝ 5V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、VO＝ 2.5V、RL＞ 1MΩ
です。太字のリミット値は、全動作温度範囲に対して適用されます (Note 10参照 )。

Note 1: 「絶対最大定格」は、それらを超えると、デバイスが破壊される可能性があるリミット値を示します。「動作定格」は、デバイスの意図する動作条件を示
し、特定の性能を保証するものではありません。保証規格およびその試験条件については、「電気的特性」を参照してください。

Note 2: 人体モデルは 100pFと1.5kΩの直列回路であり、マシン・モデルは 100pFと200Ωの直列回路です。

Note 3: 単一電源や分割電源の両動作に対して適用されます。高周囲温度で短絡動作を続けると、150 ℃の最大許容接合部温度を超えるおそれがあります。
長時間にわたって出力電流が 45mAを超えると、信頼性に悪影響を及ぼす可能性があります。

Note 4: 最大消費電力は、TJ(MAX)、θJA、TAの関数です。任意の周囲温度での最大許容消費電力は PD＝ (TJ(MAX)－TA)/θJAで与えられます。数値はす
べて PC基板に直接ハンダ付けされているパッケージに適用されます。

Note 5: Typ (代表 )値は最も標準的な値を表します。

Note 6: リミット(MaxおよびMin)値はすべて試験または統計解析により保証されています。

Note 7: 電圧フォロワとして接続し、入力はV－からV＋の順。規格値は正または負のスルーレートのいずれか遅い方です。

Note 8: 保証温度範囲は、表中の“Input Common-Mode Voltage Range”を参照してください。

Note 9: RL＝100kΩでV+/2に接続した場合の入力で記述。各アンプは1kHzで順番に励起され、VO＝3VPPを生成します。(3V未満の電源電圧ではVO＝V+)。

Note 10: 「電気的特性」の値は、記載温度の工場出荷試験条件にのみ適用されます。工場試験条件で生じる自己発熱は、TJ＝TAとなる程度にきわめてわず
かです。「電気的特性」には、自己発熱によりTJ＞ TAとなる条件下で保証されるパラメータ性能値は記載されていません。デバイスの温度ディレーティ
ングについては「アプリーション」を参照してください。「絶対最大定格」に記載されている接合部温度上限を超えるとデバイスに物理的または電気的
な恒久的損傷を与えるおそれがあります。
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ピン配置図
5-Pin SC70-5/SOT23-5

(LMV931)

Top View

8-Pin MSOP/SOIC
(LMV932)

Top View

14-Pin TSSOP/SOIC
(LMV934)

Top View

製品情報
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代表的な性能特性
特記のない限り、VS＝＋ 5V、単一電源、TA＝ 25℃。

Supply Current vs. Supply Voltage (LMV931) Sourcing Current vs. Output Voltage

Sinking Current vs. Output Voltage Output Voltage Swing vs. Supply Voltage

Output Voltage Swing vs. Supply Voltage Gain and Phase vs. Frequency
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、VS＝＋ 5V、単一電源、TA＝ 25℃。

Gain and Phase vs. Frequency Gain and Phase vs. Frequency

Gain and Phase vs. Frequency CMRR vs. Frequency

PSRR vs. Frequency Input Voltage Noise vs. Frequency
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、VS＝＋ 5V、単一電源、TA＝ 25℃。

Input Current Noise vs. Frequency THD vs. Frequency

THD vs. Frequency Slew Rate vs. Supply Voltage

Small Signal Non-Inverting Response Small Signal Non-Inverting Response
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、VS＝＋ 5V、単一電源、TA＝ 25℃。

Small Signal Non-Inverting Response Large Signal Non-Inverting Response

Large Signal Non-Inverting Response Large Signal Non-Inverting Response

Short Circuit Current vs. Temperature (Sinking) Short Circuit Current vs. Temperature (Sourcing)
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、VS＝＋ 5V、単一電源、TA＝ 25℃。

Offset Voltage vs. Common Mode Range Offset Voltage vs. Common Mode Range

Offset Voltage vs. Common Mode Range
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アプリケーション・ノート

入力段と出力段

本ファミリは入力フルスイングに対応しているため、設計の融通範
囲が広くなっています。LMV931/LMV932/LMV934の入力段に
は相補型 PNPとNPNが使用され、PNP段はV－に近い同相を
センスし、NPN段はV＋に近い同相をセンスします。PNP段から
NPN段への遷移はV＋の 1V下で起こります。どちらの入力段も
それぞれオフセット電圧を持っているため、アンプのオフセット電圧
は入力同相電圧の関数となり、V ＋の 1V 下にクロスオーバ点が
存在します。

VOSクロスオーバ点に対して充分な配慮を行わないと、DC結合
信号と AC 結合信号の両方に問題を引き起こすおそれがありま
す。入力信号の振幅が大きく VOS クロスオーバ点を含むと、出
力信号の歪みを招きます。このような歪みを防ぐ 1 つの方法は、
クロスオーバ点に信号がかからないようにすることです。たとえば、
VS＝ 5Vのユニティ・ゲイン・バッファ構成で、5Vピーク・ツー・
ピーク信号は入力クロスオーバ歪みを含みますが、1.5Vを中点と
する 3Vピーク・ツー・ピーク信号はクロスオーバ点を横切らない
ため、入力クロスオーバ歪みは生じません。大信号での歪みを回
避する別の方法は、アンプの入力端で電圧偏移を防ぐゲイン－ 1

の回路を使うことです。この回路では同相 DC電圧をVOSクロス
オーバ点から離れたレベルに設定できます。小信号では、VOSの
遷移により、VCMとは独立した直列のスプリアス信号が入力信号
に対し現れ、ゲインや同相信号除去比などの小信号パラメータを
事実上低下させます。この問題を避けるには、VOSクロスオーバ
点をまたがないように小信号のレベルを設定します。このほか、出
力段は 600Ω 負荷に充分な電流を供給するだけの駆動能力を
持っています。大電流を供給可能ですが、150℃の最大接合部
温度を超えないように注意が必要です。

入力バイアス電流に関する注意事項

LMV931/LMV932/LMV934 ファミリの入力段は相補型バイポー
ラです。入力バイアス電流 (IB)の代表 (Typ) 値は 15nAです。
入力バイアス電流によって、相当大きなオフセット電圧が生じるとき
があります。このオフセットは、主として、負帰還抵抗 RFを流れ
る IBに起因します。例えば、IBが 50nAであって、RFが 100kΩ
である場合は、5mV のオフセット電圧が生じます (VOS ＝ IB ×
RF)。Figure 1に示すように、補償抵抗 (RC)を使用すると、この
影響を相殺できます。それでも、入力オフセット電流 (IOS)は、同
様な形でオフセット電圧に影響を与えます。

FIGURE 1.   Canceling the Offset Voltage due to Input 
Bias Current

代表的なアプリケーション

ハイサイド電流センス

バッテリ充電器では、充電電流をセンスして過充電を防ぐために、
ハイサイドの電流センス回路 (Figure 2)が広く使われています。セ
ンス抵抗 RSENSEはバッテリに直接接続します。このシステムはフ
ルスイング入力のオペアンプを必要とします。電源電圧よりも高い
電圧まで同相入力範囲が対応している LMV931/LMV932/

LMV934は、このアプリケーションに理想的です。

FIGURE 2.   High Side Current Sensing
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代表的なアプリケーション

出力をV＋ /グラウンド間でスイングさせる半波整流器

LMV931/LMV932/LMV934 入力の同相範囲に正負両側電源
電圧 (V＋、V－ )が含まれ、出力もどちら側の電源電圧にもスイ
ングできるので、どちらの方向にも半波整流器として機能させるの
は簡単です。必要なものは、2つの外付け抵抗だけであり、ダイ
オードも整合抵抗も必要ありません。半波整流器の出力は、回路
の構成によって、正方向、負方向のどちらにもできます。

Figure 3 の回路はグラウンドを基準電位にしているのに対して、
Figure 4の回路は正側電源電圧でバイアスされています。これら

の構成では、LMV931/LMV932/LMV934は入力波形の片方の
半サイクルには応答できないので、半波整流器ができます。
LMV931/LMV932/LMV934 が入力波形の片方の半サイクルに
応答できないのは、この増幅器の出力が正負いずれの側かの電
源電圧を超えてはスイングできず、したがって、その半サイクルの
間は出力に関与しないためです。しかし、もう一方の半サイクル
では、増幅器は半波整流器の役割を果たし、そのピーク出力は
合計電源電圧に等しくなります。RI は、LMV931/LMV932/

LMV934に負荷をかけないように十分大きくします。

FIGURE 3.   Half-Wave Rectifier with Rail-To-Ground Output Swing Referenced to Ground

FIGURE 4.   Half-Wave Rectifier with Negative-Going Output Referenced to VCC

フルスイング入出力計装用アンプ

ベンダによっては非フルスイング・オペアンプを、入力に抵抗分圧
回路を設けてフルスイングにしています。フルスイング入力範囲を
得るため、抵抗で入力電圧を分圧します。この方法は信号も分
圧してしまう欠点があり、ゲインを得るためにアンプの閉ループ・ゲ
インを高くしなければなりません。その結果、内部ゲイン係数によ
りノイズとドリフトが生じ、入力インピーダンスが小さくなります。こ
れらの高精度抵抗間に不整合があれば、CMRRも低下します。
フルスイングとして設計されているLMV931/LMV932/LMV934で
は、そのような問題は生じません。

LMV931/LMV932/LMV934を 3つ使用して、フルスイング入出
力仕様を備えた計装用アンプを作れます (Figure 5参照 )。

この例で左側のアンプ段は、差動段に対してバッファとして働きま
す。これらのバッファによって、非常に大きな入力インピーダンスが
確保され、入力段に高精度の整合抵抗が必要でなくなります。さ
らに、差動アンプが確実に電圧源からドライブされることになりま
す。これは R1-R2とR3-R4の整合により設定されるCMRRを維
持するために必要です。ゲインは、R2/R1の比によって設定され、
R3は R1と、また R4は R2とそれぞれ等しくする必要があります。
入出力両範囲がフルスイングの場合は、入力と出力を制限するも
のは正負両側の電源電圧 (V＋、V－ )だけです。フルスイング
出力の場合でも、出力は電源電圧を超えてはスイングできず、し
たがって、同相電圧と信号の結合結果の和が電源電圧を上回っ

てはならず、上回ると振幅が制限されます。その他のアプリケー
ションについては、ナショナルセミコンダクター社のアプリケーショ
ン・ノートAN-29、AN-31、AN-71、AN-127を参照してください。

FIGURE 5.   Rail-to-rail Instrumentation Amplifier



15 www.national.com/JPN/

L
M

V
931

(シ
ン
グ
ル

)/L
M

V
932

(デ
ュ
ア
ル

)/L
M

V
934

(ク
ワ
ッド

)

等価回路



16www.national.com/JPN/

L
M

V
93

1(
シ
ン
グ
ル

)/L
M

V
93

2(
デ
ュ
ア
ル

)/L
M

V
93

4(
ク
ワ
ッド

)

外形寸法図 特記のない限りinches (millimeters)

5-Pin SC70
NS Package Number MAA05A

単位はmillimeters

5-Pin SOT23
NS Package Number MF05A
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8-Pin MSOP
NS Package Number MUA08A
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14-Pin TSSOP
NS Package Number MTC14
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14-Pin SOIC
NS Package Number M14A
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生命維持装置への使用について
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認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
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ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
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